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資
源
管
理
型
漁
業
の
展
開
と
試
験
研
究

所

長武

尾

善

云
δ
海
里
体
制
は
、
国
際
的
に
定
着

し
、
沿
岸
国
の
自
国
優
先
主
義
が
明
確
佑

さ
れ
る
に
及
ん
で
、
我
が
国
遠
洋
漁
業
は

危
機
的
状
態
に
あ
る
こ
と
は
衆
知
の
と
お

り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、

今
後
我
が
国
の

漁
業
務
-
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
土
の

十
二
倍
の
面
積
を
有
し
、
し
か
も
寒
睦
流
の

交
錯
す
る
極
め
て
生
産
性
の
高
い
周
辺
海

域
の
漁
場
開
発
が
急
務
で
あ
り
、
か
つ
資

源
管
理
型
漁
業
へ
の
移
行
は
必
須
で
あ
り

ま
す
。政府
は
、

A
「二
十

一
世
紀
に
向
け
新
た

な
国
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
第
四
次
全
国
総

合
開
発
計
画
の
策
定
作
業
中
で
あ
り
ま
す
。

水
産
庁
に
お
い
て
は
、
資
源
管
理
型
漁

蔵 ，画、

，-、

海洋観測へ向う白鳥丸の勇姿

業
の
展
開
を
そ
の
大
き
な
柱
と
し
て
位
置

づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
又
当
然
で

あ
り
ま
す
。
乙
の
中
で
所
謂
資
源
管
理
型

漁
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
定
義
づ
け

を
し
て
い
ま
す
。

一
、
対
象
と
す
る
海
威
に
つ
き
、
そ
の
自

然
的
条
件
お
よ
び
対
象
生
物
の
生
態
的

特
性
の
十
分
な
把
握
を
基
礎
と
し
、

二
、
付
対
象
海
域
の
生
産
力
の
十
分
な

活
用
(
増
殖
、
栽
培
、
漁
場
整
備

を
含
む
)

同

地
域
資
源
の
合
理
的
利
用

(
各
種
規
制
|
操
業
の
義
務
づ
け

を
含
む
|
の
実
施
、
す
な
わ
ち
漁

業
管
理
、
漁
場
管
理
の
実
施
に
よ

る
)
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

三
、
得
ら
れ
た
収
益
を
最
大
か
つ
安
定
、

永
続
で
き
る
最
適
漁
業
構
造
お
よ
び
操

業
方
式
な
ど
の
実
現
さ
れ
た
漁
業
の
姿

を
と
り
あ
え
ず
総
稽
す
る
。

と
云
っ
て
お
り
、
誠
に
理
想
的
な
漁
業
形

態
で
す
。

し
か
し
、
現
行
漁
業
の
実
態
は
、
共
有
の

漁
場
に
お
い
て
特
有
の
資
源
を
多
療
な
漁
業

に
よ
る
個
人
の
生
産
構
造
で
あ
り
、
誰
よ
り

払
単
く
、
そ
し
て
誰
よ
り
も
多
く
と
の
競
走

で
あ
り
、
お
よ
そ
資
源
管
理
漁
業
構
造
に

は、

全
く
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
漁
業
の
実
態
を
踏
え
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
、
資
源
管
理
型

漁
業
へ
の
誘
導
が
な
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

告
M

。そ
の
た
め
に
は
、
和
学
的
な
判
断
に
基
づ

く
、
漁
場
並
び
に
漁
業
の
管
理
手
法
が
提

示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
へ
の
一
義
的
な
対
応
は
、
各

県
水
話
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
で
あ

り
ま
す
。

各
県
水
試
の
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
地
先
資

源
を
対
象
に
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
水
中
に
生
息
す
る
動
植
物
を

対
象
と
す
る
乙
と
か
ら
、
陸
上
の
そ
れ
と

は
観
祭
に
は
大
き
な
制
約
が
あ
り
、
そ
の

生
態
系
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
は
云
え
、
資
源
管
理
型
漁
業
へ
の
移
行
、

す
な
か
ち
今
後
の
我
が
国
漁
業
の
発
展
の

た
め
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り

ま
す
。

今
更
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
我
が
国

周
辺
海
域
に
お
け
る
資
源
の
生
態
系
の
把

握
等
、
基
礎
的
研
究
を
水
産
業
に
お
け
る

最
優
先
課
題
と
し
て
、
強
力
に
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

資
源
管
理
型
漁
業
展
開
を
文
言
だ
け
に

終
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

資
源
管
理
型
漁
業
へ
の
展
開
と
試
験
研

究
機
関
の
責
務
に
つ
い
て
、
も
っ
と
じ
っ

く
り
と
考
え
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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春
期
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態

調
査
結
果
に
つ
い
て
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榊

昌

文

ほ
た
て
員
部
技
師

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て

恒
例
の
春
期
養
殖
実
態
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
調
査
の
中
心
と
な
っ
た
田

和
六

O
年
産
貝
(
二
八
、
八
八
五
個
)

に
つ
い
て
、
調
査
結
果
を
述
べ
て
み
ま

す。調
査
結
果

表
ー
の
よ
う
に
、
六
一
年
五
月

一
日
現

在
の
六

O
年
産
貝
の
手
持
ち
数
量
は
、

四
四
、

O
五
七
万
個
、
そ
の
養
殖
種
類
別

比
率
は
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
三
三

・
三

%
、
丸

篭
二一

一
・
一
%
、
耳
吊
り
四
四

・
五
%
で
、

耳
吊
り
に
つ
い
て
は
昨
年
よ
り
さ
ら
に
そ

の
割
合
が
減
少
し
て
き
で
い
ま
す
。

表
2
は
、
昭
和
五
こ
か
ら
の
同
時
期
の

調
査
結
果
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
全
湾

平
均
で
は
、
へ
い
死
率
三
・
四
%
、
異
常

貝
出
現
率
二
・
三
%
と
、
異
常
貝
出
現
率

に
つ
い
て
は
昨
年
に
引
続
き
低
下
し
て
い

る
も
の
の
、
へ
い
死
率
は
や
や
高
ま
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
特
に
平
内
地
区
に
お

い
て
は
、
異
常
貝
出
現
率
及
び
へ
い
死
率

と
も
に
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
適
正
な
養
殖
管
理
が
重
要
で
す
。

養
殖
方
法
別
の
へ
い
死
率
は
、
耳
吊

青森県水産増殖センターだより第37号

り
四

・
七
%
、
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
一

7
八
%
、

丸
篭

一
・
六
%
で
耳
吊
り
の
へ
い
死
率
が

各
地
で
大
巾
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
(
表

3
)
。
養
殖
貝
の
成
長
に
つ
い
て
は
、
全
湾
平

均
で
殻
長
六

・
八
市川、

全
重
量
三
四

・
二

n
y
と
年
々
小
型
化
し
、
養
殖
方
法
別
か
ら

見
て
も
、
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
六

・
九
仰
、

三

一一一
・
七

g
(昨
年
同
期
七

・

o
m、
三

九
・
九
g
)
、
丸
篭
六

・
八

m
、
二
九
・

一一一

F
(同
六
・
七市川、

一二六

・
九

g
)
、

耳
吊
り
六

・
八
仰
、

三
六

・
九
F
(同
七

・

一
m
、
四
六
・
八
F
)
と
い
ず
れ
も
小
型

他
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
ま
す

(表
3
)
。

養
殖
方
法
別
の
収
容
密
度
及
び
幹
網
一

m
当
り
の
収
容
個
数
で
は
、
い
ず
れ
も
著

し
く
増
加
し
幹
綱

一
m
当
り
の
収
容
数
に

つ
い
て
は
、
適
正
収
容
数
の
一

・
五
倍
か

ら
二

・
五
倍
以
上
の
地
区
も
み
ら
れ
ま
し

た
。

考
察
と
今
後
の
課
題

昨
年
秩
の
養
殖
実
態
調
査
で
、
貝
の
小

型
伯
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
も
依
然
と
し
て
そ
の
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
貝
の
小
型
他
は
、

戸"""

，ー、、

今
後
異
常
貝
出
現
率
の
増
加
、
次
に
へ
い

死
へ
と
到
る
危
険
性
を
内
在
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

乙
の
小
型
他
の
進
行
は
、
養
殖
管
理
、

と
り
わ
け
単
位
面
積
(
幹
綱
)
当
り
の
収

容
数
の
著
し
い
増
加
に
主
要
因
が
あ
る
も

の
と
、
判
断
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

考

100% 160年産貝 (44，057万個)

100 1 59年産貝 (42，424，5万個)

100 158年産貝 (29，190，5万個)

( ):手持ち数量 5月l日現在

備

養殖方法別結果表-1 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
幹
綱
一

m
当
り

の
収
容
数
(
一
五

O
個
以
下
)
を
遵
守
す

る
と
と
も
に
、
余
分
な
貝
を
持
た
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、

ζ
れ
か
ら
の
ホ
タ
テ

ガ
イ
養
殖
に
最
も
大
切
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

へい死率及び異常貝出現率の年度別推移

"̂- し、 死 率 (%) 異常貝出現率(%) 

調査年 上磯 青森 平内 上北 下北 全 湾 上磯 青森 平内 上北 下北 全 湾

地区 地区 地区 地区 地区 平 均 地区 地区 地区 地区 地区 平 均

52 32.0 77.0 32.0 43.0 58.0 48.0 85.0 90.0 65.0 99.0 58.0 74.3 

53 12.0 4.0 6.0 0.2 5.0 0.6 23.0 14.0 13.0 3.0 13.0 14.6 

54 0.8 1.2 1.5 4.9 1.6 1.7 5.9 12.0 3.0 5.4 5.6 5.6 

55 0.2 12.3 3.5 0.1 0.3 2.4 4.5 22.6 8.9 3.0 2.3 6.6 

56 5.5 3.0 1.8 1.0 0.5 2.3 17.8 15.3 4.0 5.8 6.3 8.3 

57 1.8 0.8 1.2 0.7 0.1 1.0 5.1 2.0 1.3 1.1 2.8 1.9 

58 2.1 2.2 4.0 4.2 1.1 3.1 2.4 4.7 5.4 5.5 1.6 4.4 

59 2.1 2.3 2.2 1.8 1.7 2.2 4.3 3.0 2.6 9.8 3.5 3.8 

60 5.5 1.8 1.5 1.8 1.8 2.2 5.1 2.8 1.9 2.0 4.5 2.7 

61 2.7 1.2 4.6 3.8 0.3 3.4 2.0 2.1 2.7 2.1 1.4 2.3 

表 2戸画、、

戸..... 

養殖方法別結果

区分
へい死率 異常貝出現 平均収容数 平均殻長 平均重量 平均軟体部 速の間隔 幹綱1悦当り

(%) 率 (%) (個) (cm) ($1) 重量($1) (cm) の収容数(個)

パ ーノレネット
2.8 2.0 19.3 6.9 33.7 

15.1 
52.8 338.4 

(2.8) (1.3) (16.0) (7.0) (39.9) (54.9) (268.0) 

全湾 丸 篭
1.6 1.5 20.5 6.8 29.3 

14.1 
72.4 281.4 

(1. 6) (6.6) (16.0) (6.7) (36.9) (70.2) (241.0) 

平均 耳吊 り
4.7 2.9 197.4 6.8 36.9 

17.0 
56.5 331.1 

(2.0) (2.2) (158.7) (7.1) (46.8) (58.5) (277.0) 

平 均
3.4 2.3 6.8 34.2 

15.7 
59.1 32.4 

(2.2) (2.7) (6.9) (41. 3) (59.9) (264.0) 

( )内は昨年の結果

表 3
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陸
奥
湾
の
海
況
推
移
(
四
j
七
月
期
)

青森県水産増殖センターだより第37号

漁
場
部
主
任
研
究
員
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不
安
定
な
天
気
が
続
い
た
と
の
夏
も
、

早
く
も
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

陸
奥
湾
の
水
混
も
、
春
以
降
全
般
に
平

年
よ
り
低
め
の
ま
ま
、
昇
温
期
か
ら
降
湿

期
に
移
行
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

と
乙
で
、
今
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て

の
海
況
を
ふ
り
返

っ
て
み
る
乙
と
に
し
ま

す。
す
で
に
本
誌
で
何
度
か
紹
介
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
陸
奥
湾
は
、
水

温
の
上
昇
と
塩
分
の
低
下
が
と
も
に
大
き

く
、
そ
れ
ら
の
鉛
直
差
の
大
き
い
成
層
繕

造
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
層
別
に

水
が
停
滞
し
混
じ
り
に
く
く
な
る
た
め
に
、

底
層
の
溶
存
酸
素
も
低
下
し
ま
す
。

ま
た
、
流
れ
も
し
だ
い
に
強
ま
り
、
湾

口
部
平
舘
村
仰
で
は
南
下
流
が
卓
越
し
て

津
軽
瞳
流
水
の
流
入
が
増
大
、
こ
れ
に
伴

い
し
ば
し
ば
湾
内
中
層
以
深
の
水
温
、
塩

分
が
急
変
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
性
が
そ
の
年
々

に
よ
っ
て
も
か
な
り
変
り
ま
す
。

図
ー
に
、
プ
イ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
観
測

結
果
か
ら
、
今
期
内
の
半
旬
別
平
均
水
温

の
平
年
差
(
平
年
値
は
過
去
観
測
の
平
均
)

三
津
奇

正

の
推
移
を
一示
し
ま
し
た
。

図
2
に
は
、
七
月
の
東
湾
プ
イ
の
風
と

平
舘
プ
イ
の
流
れ
の
変
他
を
示
し
ま
し
た
。

上
段
が
東
湾
ブ
イ
の
風
、
中
段
が
平
舘
ブ

イ
十
五

m
層
の
流
れ
、
下
段
が
平
舘
プ
イ

底
層
の
流
れ
で
す
。
風
、
流
れ
と
も
に

線
の
向
き
が
方
向
を
表
し
、
風
は
吹
い
て

来
る
方
向

(紙
面
の
上
下
左
右
が
東
西
北

南
に
対
応
)
、
流
れ
は
流
れ
去
る
方
向

(
紙
面
の
上
下
左
右
が
北
南
西
東
に
対
応
)

を
と
っ
て
い
ま
す
。
風
速
、
流
速
の
大
小

は
線
の
長
短
で
表
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
今
期
の
海
況
の
推
移
を
、
水
温

を
中
心
に
月
別
毎
に
述
べ
て
み
ま
す
。

四

月
二
月
以
来
の
低
水
温
傾
向
持
続
、
湾
口

部
を
除
き
全
般
に
平
年
よ
り

一
t
二
℃
ほ

ど
低
温
に
推
移
。
月
内
に
湾
内
全
域
全
層

で
3
℃
ほ
ど
昇
温
、
月
末
の
水
温
は
六

t

+，.0 湾 口 部
平舘プイ

w 西湾 側
青森プ イ

東湾側
野辺地プイ

東湾側

川内 プイ

7月6月5月

半旬別平均水温の平年差の推移
(黒塗りの部分は平年より低温)

4月7月6月5月4月

N十s

図1

m/s 
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1日 10日 2日日 31日

東湾プ イ
風

戸画、

戸画、

九
℃
の
範
囲
、
末
だ
冬
季
低
水
温
期
の

西
高
東
低
分
布
傾
向
が
残
り
、
鉛
直
差

は
極
く
わ
ず
か
。
下
旬
に
入
り
湾
口
部

で
南
下
流
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
湾
央
部

底
層
に
や
や
高
混
で
か
な
り
高
塩
分
な
津

軽
暖
流
水
が
流
入
分
布
。

五

月
上
旬
は
低
水
温
傾
向
回
復
気
味
、
し
か

し
、
中
旬
以
降
は
再
び
低
水
温
佑
し
、
湾

内
全
域
で
平
年
よ
り
一
℃
以
上
低
め
に
推

移
。
表
層
で
は
中
旬
頃
の
ヤ
マ
セ
型
天
候

を
反
映
し
横
這
い
気
味
に
推
移
、
月
内
に

m/s 
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1日 10日 加日 31日

7月の湾央部の風と湾口部の流れ図2

湾
全
額
で
三

t
五
・
五
℃
界
温
。
中
層
以

深
で
は
二

t
四
℃
の
昇
温
。
月
末
の
水
温

は
湾
内
全
域
の
表
層
十

一
・
五
℃
、
中
層

十

t
十
一
℃
、
底
層
七

t
十
℃
の
範
囲
。

中
層
以
深
の
水
温
は
湾
口
部
が
最
も
高
く
、

東
湾
側
南
部
で
最
も
低
温
。
湾
口
部
の
流

れ
は
前
月
下
旬
か
ら
ひ
き
つ
づ
き
南
地
流

と
も
に
強
勢
、
津
軽
暖
流
水
の
湾
内
底
層

へ
の
分
布
も
持
続
。

六

月
表
・
中
層
水
温
は
、
月
前
半
内
に
四
℃

前
後
昇
温
、

一
時
低
温
傾
向
が
緩
み
月
半

ば
前
後
は
平
年
並
み
に
推
移
。
底
層
の
昇

混
傾
向
は
鈍
く
、
な
お
全
般
に
平
年
よ
り

一
t
一一℃
低
め
に
推
移
。
月
末
の
水
温
は

各
層
と
も
に
海
域
差
が
大
き
く
、
表
層
で

は
東
湾
側
北
部
の
十
五
℃
前
後
か
ら
湾
央

部
の
十
二
℃
前
後
の
範
囲
、
中
層
で
は
東

湾
側
南
部
の
十
℃
前
後
か
ら
東
湾
側
北
部

の
十
五
℃
の
範
囲
、
底
層
で
は
湾
央
部
の

八
℃
台
か
ら
東
湾
側
北
部
の
十
四
℃
近
く

ま
で
の
範
囲
で
分
布
。
湾
口
部
中
層
の
流

れ
は
強
勢
な
北
上
流
が
目
立
ち
、
南
下
流

は
弱
勢
。

七

月
水
温
は
、
月
内
全
般
に
平
年
よ
り
低
め

に
推
移
、
特
に
下
旬
の
上
層
水
温
は
、
中

旬
か
ら
下
旬
前
半
に
か
け
て
ほ
と
ん
ど
界

湿
し
は
か
っ
た
た
め
に
平
年
よ
り
3
℃
前

後
も
下
回
り
、
著
し
く
低
温。

一
一八
日
の
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三
成
分
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

0

中
性
で
下
痢
原
性
は
な
く
肝
臓
毒
性

を
有
し
、

他
学
構
造
は
解
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

0

由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

三、

イ
エ
ソ
ト
キ
シ
ン
群

。
ィ
エ
ソ
ト
キ
シ
ン

一
成
分
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

O

酸
性
で
下
痢
原
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

マ
ワ
ス
に
投
与
す
る
と
死
亡
し
ま
す
。

毒
性
に
つ
い
て
の
詳
し
い
乙
と
は
ま

だ
不
明
で
、
他
学
構
造
に
つ
い
て
も

不
明
で
す
。

0

由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

四
、
遊
離
指
肪
酸
群

o
中
腸
腺
内
に
存
在
し
、
他
と
化
合
し

な
い
脂
肪
酸
全
部
を
い
い
ま
す
。

O
酸
性
で
毒
性
は
な
い
が
、
現
行
の
マ

ワ
ス
を
用
い
た
方
法
で
は
、
下
痢
性

貝
毒
と
し
て
測
定
さ
れ
ま
す
。

0

由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
毒
化
の

数
理
モ
デ
ル
の
試
み

水
温

・
塩
分
の
変
他
に
よ
り
、
デ
ィ
ノ

フ
ィ
シ
ス

・
フ
ォ
ル
テ
ィ
の
出
現
数
や
ホ

タ
テ
ガ
イ
の
漏
水
量
が
変
伯
す
る
中
で
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
が
毒
他
す
る
過
程
を
図
一
の

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
よ
う
に
考
え
、
数
理

モ
デ
ル
の
作
成
を
試
み
ま
し
た
。

図
二
、
三
に
、
昭
和
五
九
年
の
陸
奥
湾
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戸画、

戸画、

西
湾
定
点
と
東
湾
定
点
に
お
け
る
、
実
際

の
毒
力
の
変
佑
と
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
毒

力
の
変
化
を
示
し
ま
し
た
。
実
測
値
と
数

理
計
算
値
の
毒
が
発
生
時
期
、
盛
期
、
終

期
が
良
く

一
致
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
乙
の
数
理
モ
デ
ル
を
よ
り
精
度
の

高
い
も
の
へ
発
展
さ
せ
、
ブ
イ
ロ
ボ
ッ
ト

や
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
等
の
海
況
デ
ー

タ
を
用
い
た
貝
毒
予
測
を
行
な
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

員
毒
調
査
の
問
題
点

貝
毒
の
調
査
が
始
ま
っ
て
今
年
で
九
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
も
次
の
よ
う
な

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
一
つ
づ
っ
解
決
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0
中
腸
腺
内
の
各
毒
成
分
の
比
率
が
時
季

に
よ
り
、
ま
た
年
に
よ
り
変
他
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
由
来
の
不
明
な
毒
成
分
の

比
率
の
高
い
時
は
、
毒
力
の
予
測
が
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

O
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
持
つ
毒
力
が
時

季
に
よ
り
、
ま
た
年
に
よ
り
変
他
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
出
現
数
か
ら
の
毒
力
の
予
測
が
し
に

く
く
な
り
ま
す
。

O

毒
成
分
の
中
に
は
由
来
が
解
明
さ
れ
て

い
な
い
も
の
や
性
状
が
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
が
あ
り
、

今
後
、
各
毒
成
分
ご

と
の
調
査
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

試

験

船

白

鳥

丸

・

・

・

・

・

・

メ

モ

・

・

・

・

・

・

一府
，町、

当
所
試
験
船
と
し
て
十
数
余
年
に
わ
た

り
、
浜
田
船
長
と
と
も
に
増
殖
セ
ン
タ
ー

の
も
う

一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
く

し
て
い
た
だ
い
た
、
白
鳥
丸
は
任
務
を
全

う
し
て
昭
和
六
一
年
六
月
二
五
日
そ
の
任

務
を
は
な
れ
ま
し
た
。
種
々
な
事
情
が
あ

り
ま
し
た
が
、
余
後
は
大
畑
町
を
根
拠
に

イ
カ
ツ
ケ
に
楕
躍
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た
。ζ

の
機
会
に
白
鳥
丸
の
思
い
出
(
メ
モ
)

初
代
調
査
船
、
蕪

島

丸

(佐
々
木
鉄
朗
氏

)
S
お
年

頃

〆画、

漁
場
部
長

林

孝

義

宇
佐
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
前
身
青
森
県
水
産
試
験

場
陸
奥
湾
分
場
は
昭
和
二
四
年
六
月
大
湊

市
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
九
月
、
初
代

試
験
船
(
漁
業
取
締
船
兼
務
)
蕪
島
丸

(八一戸
水
難
共
済
会
よ
り
二
八
・
五一

ト

ン
焼
玉
七

O
馬
力
)
が
配
属
に
な
り
ま
し

た
。
乙
れ
を
機
会
に
一
一
四
定
点
を
定
め
、

む
つ
湾
の
海
洋
観
測
を
行
な
い
ま
し
た
。

蕪
島
丸
は
約
二
ヶ
年
の
短
か
い
試
験
船

任
務
を
終
え
て
、
払
い
下
げ
後
は
運
搬
船

と
し
て
尻
屋
で
活
躍
し
た
と
き
く
。

青
森
県
水
産
試
験
場
陸
奥
湾
分
場
は
昭

和
二
七
年
四
月
陸
奥
湾
水
産
増
殖
研
究
所

と
改
組
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
水
産
試
験
場

よ
り
試
験
船
東
奥
丸
(
十
八

・
四
四
ト
ン

焼
玉
五

O
馬
力
)
が
移
管
さ
れ
、
当
所
所

属
試
験
船
と
し
て
海
洋
観
測
等
に
活
躍
し

ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
年
に
青
森
県
水
産

試
験
場
大
畑
分
場
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
海
洋
観
測
等
は
監
視
船
は
や
ぶ
さ
、

及
び
傭
船
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
機
廻
り
の

作
業
に
は
磯
舟
(
三
・
六
三
米
、
0
・
九
七

米、

0
・
三
六
米
)
払
使
用
し
ま
し
た
。

昭
和
三
三
年
に
至
り
、
木
船
二
・
七
ト

初

代

白

鳥

丸

昭

和

お

年

5
月
M

日
日
時
頃
、
水
研
裏
チ
リ

l
地
震

に
よ
る
引
汐
の
犠
子
、
背
後
の
岩

壁
の
水
位
に
注
目
、
人
物
は
初
代

小
寺
所
長

ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
一
七
馬
力
速
力
七
ノ
ッ
ト、

音
響
測
深
機
付
の
調
査
船
を
建
造
し
、
黒

田
竹
郎
水
産
商
工
部
次
長
に
よ
り
、
白
鳥

丸
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
陸
奥
湾
水

産
増
殖
研
究
所
の
調
査
船
と
し
て
水
産
増

殖
セ
ン
タ
ー
の
発
足
ま
で
、
海
洋
観
測
、

ホ
タ
テ
増
殖
研
究
等
、
長
谷
義
夫
運
転
員

と
共
に
初
代
白
鳥
丸
は
十
二
分
の
活
躍
を

し
ま
し
た
。

水
産
品
噌
殖
セ
ン
タ
ー
発
足
直
前
の
昭
和

四
三
年
二
月
第
二
代
白
鳥
丸
は
、
青
森
造

船
鉄
工
企
業
組
合
で
建
造
進
水
し
、
水
産

増
殖
研
究
所
試
験
船
と
し
て
佐
々
木
勝
男
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航
海
士
が
造
船
所
よ
り
増
殖
研
究
所
へ
廻

航
し
た
。
乙
れ
に
伴
な
い
初
代
白
鳥
丸
は
払
下
げ

ら
れ
、
余
後
は
脇
野
沢
漁
港
宇佐
栂
拠
地
に
仏

ケ
浦
観
光
船
と
し
て
、
旅
路
の
良
き
思
い

出
を
幾
多
の
人
々
と
共
に
し
ま
し
た
。

昭
和
四
三
年
四
月
一
日
、
水
産
増
殖
セ

ン
タ
ー
発
足
と
同
時
に
浜
田
船
長
、
長
谷

機
関
員
の
コ
ン
ビ
で
大
湊
よ
り
茂
浦
へ
廻

航
、
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
時
の
白
鳥
丸
は
五

・
二
二
ト
ン
、
五

O
馬
力
七
ノ
ッ
ト
、
音
響
測
深
機
を
装
備

し
、
ホ
タ
テ
増
殖
研
究
等
の
作
業
船
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、

予
算
的
に
も
船
舶
管
理
費
な
ど
と
狙
立
し

て
認
め
ら
れ
て
い
た
訳
で
な
く
、
ホ
タ
テ

培
養
殖
研
究
等
の
中
に
燃
油
の
形
で
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
先
人
の
苦
労
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

事
務
所
引
越
し
の
慌
し
さ
が
一
段
落
し
、

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
活
躍
の
矢

先
ぎ
の
岡
和
四
三
年
九
月
、
ベ
テ
ラ
ン
長

谷
機
関
員
は
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。

白
鳥
丸
乗
務
員
で
は
唯

一
人
で
あ
る
。

水
産
研
究
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
、
研
究

目
的
に
沿
っ
た
海
上
作
業
に
つ
い
て
は
、

今
で
も
賞
讃
の
声
が
高
い
。

間
和
四
五
年
魚
探
改
装
、
昭
和
四
七
年

レ
l
ダ
、
自
動
操
舵
装
備
、
キ
ャ
ビ
ン
改

装
、
岡
和
四
八
年
測
深
儀
、
セ
ン
ト
ル
ポ

青森県水産増殖セ ンターだより第37号

2
代
目
白
鳥
丸
、
改
造
前

S

M

W

年
頃

ン
プ
、
無
線
装
備
、
岡
和
四
九
年
交
流
発

電
機
と
毎
年
の
織
に
白
鳥
丸
の
設
備
、
性

能
の
向
上
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

船
令
に
よ
る
船
俸
の
傷
み
、
養
殖
施
設

が
ス
ク
リ
ュ
ク
に
絡
ま
り
易
い
船
底
形

(和
船
型
キ
ー
ル
な
し
、
漁
港
設
備
の
な

い
処
で
は
斜
路
に
揚
げ
て
、
船
を
保
管
す

る
の
に
便
利
で
あ
る
。
)
加
え
て
、
設
備

の
増
強
、
業
務
の
増
加
多
様
化
に
よ
り
手

狭
に
な
っ
た
。

間
和
五

O
年
に
至
り
船
体
改
造
増
ト
ン

工
事
を
行
な
っ
た
。
翌
五
一
年
に
は
エ
ン

ジ
ン
、
操
舵
装
置
を
換
装
し
た
(
共
に
葛

西
造
船
所
で
施
工
し
た
)
。

こ
の

一
連
の
工
事
に
よ
り
白
鳥
丸
は
全

戸田、、

，-. 

く
新
造
船
と
同
様
に
な
り
、
昭
和
五

一
年

十
月
五
日
に
漁
船
登
録
の
書
換
え
も
行
な

い
ま
し
た
。

白
鳥
丸
は
、
長
さ

一一

・
七
八

m
、
市

一一

・
九
八

m
、
深
さ

一
・
O
一一

m
、
総
ト

ン
数
七

・
O
三
ト
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
六

O
馬

力
、
レ
ー
ダ
(
一

O
K
W
)
魚
群
探
知
機

(
デ
ジ
タ
ル
表
示
付
)
無
線
機

(
D
S
B

1
W
)
油
圧
操
舵
機
を
有
す
る
調
査
船
に

成
長
し
、
増
養
殖
研
究
、
海
洋
観
測
に
十

分
な
活
躍
の
基
盤
が
与
え
ら
れ
た
。
以
後

白
鳥
丸
に
関
し
て
は
大
き
な
手
入
れ
を
す

る
こ
と
な
く
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

初
代
田
烏
丸
誕
生
の
昭
和
三
三
年
か
ら

現
在
ま
で
約
三

0
年
間
、
業
績
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
枚
挙
に
尽
き
ま
せ
ん
。
速
い
昔
の
事

程
、
思
い
出
は
深
く
印
象
は
鮮
明
に
な
る

物
で
す
。
初
代
田
烏
丸
で
は
、
関
係
者
は

一
様
に
潜
水
艦
く
ろ
し
お
号
に
よ
る
潜
水

調
査
の
作
業
援
護
、
ラ
l
パ
調
査
、
海
洋

観
測
等
で
の
苦
労
話
を
楽
し
く
語
っ
て
お

り
ま
し
た
。

調
査
後
の
帰
航
途
中
で
、
時
他
に
遇
い
乙

乙
で
終
り
と
思
っ
た
調
査
員
は
数
多
く
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
種
で
は
土
屋
河

行
方
不
明
事
件
が
最
右
翼
と
思
わ
れ
る
。

養
殖
資
拐
を
満
載
し
た
白
鳥
丸
が
、
シ

ケ
模
様
の
観
音
崎
を
か
わ
す
の
を
マ
イ
カ
ー

で
陸
行
し
た
伊
藤
前
所
長
は
、
見
送
り
予

定
地
土
屋
に
先
行
し
た
。
と
こ
ろ
が
白
鳥

戸ー、

丸
は
航
続
を
諦
め
浪
打
に
避
難
し
た
。

情
報
過
多
の
現
在
と
は
異
な
り
、
無
線

等
連
絡
手
段
の
な
い
当
時
、
情
報
皆
無
に

よ
る
混
乱
が
土
屋
神
行
方
不
明
事
件
の
真

相
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
凪
ま
ち
中

に
座
礁
病
汐
を
待
っ
て
離
礁
と
い
う
付
録

が
あ
り
ま
し
た
。

又
、
昭
和
三
八
年
に
は
青
森
大
湊
閣
の

定
期
便
水
中
翼
船
が
、
漂
流
し
て
い
る
の
を

曳
航
救
助
し
、
船
会
社
か
ら
の
金
一
封
で
所

内
の
懇
親
と
親
睦
宇
伊
深
め
た
事
も
あ
っ
た
。

二
代
目
、
白
鳥
丸
も
初
代
同
様
種
々
な

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
分
現
役
な
も
の

で
・
・
:

思
い
出
深
く
活
躍
し
た
事
業
に
は
、
四

六

t
四
七
年
か
ら
の
自
然
発
生
ホ
タ
テ
ガ

イ
調
査
、

五
O
年
か
ら
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
異

常
へ
い
死
関
連
調
査
、
四
七
年
か
ら
の
太

平
洋
北
区
栽
倍
漁
業
資
源
調
査
、
四
七
年

か
ら
の
む
つ
湾
開
発
基
本
計
画
調
査
、
又

異
常
潮
流
調
査
等
が
あ
り
ま
し
た
。

初
代
プ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
設
置
立
合
い
、
陸

奥
湾
で
の
本
格
的
な
ダ
イ
バ

1
調
査
第

一

号
赤
星
氏
の
潜
水
調
査
、
北
大
弁
上
教
授

等
に
よ
る
「
く
ろ
し
お
」
潜
水
調
査
、
水

中
テ
レ
ビ
も
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ネ
ブ
タ
祭
り
の
堤
川
に
停
泊
中
、
キ
ャ

ビ
ン
の
鍵
を
壊
わ
さ
れ
、
双
眼
鏡
を
盗
ま

れ
た
事
件
、
(
瞥
察
へ
届
出
・
調
書
作
成

戸画、

と
そ
の
後
が
大
変
で
あ
り
ま
し
た
)
停
泊

中
に
足
を
す
べ
ら
せ
て
、
二
月
の
水
中
に

転
落
し
た
調
査
員
、
間
和
四
九
年
に
は
川

内
港
で
凪
ま
ち
の
最
高
記
録
を
達
成
し
ま

し
た
。
調
査
員
は
陸
路
帰
所
、
川
内
舘
に

残
さ
れ
た
浜
田
船
長
と
工
藤
機
関
員
は
朝

起
き
て
は
空
を
見
上
げ
、
飯
宇
佐
食
べ
て
は

岸
壁
に
ナ
ギ
を
見
に
、
飯
の
合
い
聞
に
雪

か
た
づ
け
の

一
週
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

海
洋
観
測
で
は
、
ナ
ン
ゼ
ン
採
水
器
に

引
っ
か
か
っ
た
ア
プ
ラ
メ
カ
ゴ
を
引
揚
げ

漁
師
の
上
前
を
は
ね
、
そ
の
代
り
パ
ン
ド

ン
採
水
器
等
の
高
価
な
観
測
器
機
を
む
つ

湾
に
献
上
し
た
り
、
海
上
自
衛
隊
の
掃
海

訓
棟
海
域
に
迷
い
込
み
、
空
海
か
ら
の
厳

重
な
瞥
告
に
ぼ
う
ぼ
う
の
依
で
逃
げ
出
し

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

種
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
八

年
五
月
三
一
日
漁
船
保
険
中
央
会
よ
り
、
無

事
故
の
感
謝
状
を
得
た
こ
と
は
、
浜
田
船
長

以
下
乗
組
員
の
努
力
の
結
果
と
思
い
ま
す
。

こ
の
一
文
は
、
津
幡
、
伊
藤
の
元
、
前

所
長
を
は
じ
め
白
鳥
丸
関
係
の
人
遥
か
ら

の
聞
と
り
を
林
が
ま
と
め
ま
し
た
。
表
現

の
ま
ず
い
処
、
誤
謬
は
ま
と
め
記
載
の
段

階
で
生
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
記
載
し
た
数
倍
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
の
機
会
に
稿
を
改
め
て
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。


